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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御を受けることでスイッチングし、スイッチングによって直流電圧を生成するスイッ
チング素子と、前記スイッチング素子によって生成された直流電圧に基づく電荷を充電し
、充電された電荷に基づく直流の充電電圧を光源に供給する供給コンデンサと、前記スイ
ッチング素子のスイッチングを制御する制御部とを備えた光源用直流電圧生成部と、
　前記供給コンデンサの前記充電電圧が所定の電圧以上になると、前記供給コンデンサに
充電された電荷の放電を開始する放電部と、
　前記放電部によって前記供給コンデンサの電荷の放電が開始されると、前記供給コンデ
ンサの電荷が放電された状態を維持するように、前記制御部に前記スイッチング素子のス
イッチングを停止させる放電記憶部と
を備え、
　前記光源は、
　点灯するための所定の点灯電圧を有し、
　前記放電部が電荷の放電を開始する前記所定の電圧は、
　前記点灯電圧よりも所定の値以上高いと共に、
　前記放電部は、
　前記充電電圧が前記所定の電圧になるとベース電流が流れてオンとなり、前記供給コン
デンサの電荷を放電させる放電トランジスタと、
　前記放電トランジスタがオンとなった場合に前記放電トランジスタのオンに伴ってオン
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となり、前記放電トランジスタの前記ベース電流を継続して流すことにより、前記供給コ
ンデンサの前記充電電圧が前記所定の電圧から下降して前記点灯電圧を下まわる場合にも
、前記所定の電圧でオンとなった前記放電トランジスタのオン状態を継続させる駆動用ト
ランジスタと
を備えることを特徴とする光源用電源装置。
【請求項２】
　前記光源用直流電圧生成部は、
　一次側と二次側とを絶縁するトランスを有し、
　前記放電記憶部は、
　前記放電部とは絶縁された状態で前記充電電圧に基づく検出信号を受信し、受信した前
記検出信号に基づき前記制御部を制御することを特徴とする請求項１に記載の光源用電源
装置。
【請求項３】
　前記放電部が電荷の放電を開始する前記所定の電圧は、
　前記点灯電圧よりも３Ｖ以上高いことを特徴とする請求項１または２のいずれかに記載
の光源用電源装置。
【請求項４】
　前記放電部は、
　前記供給コンデンサに充電された電荷の放電により、電荷の放電の開始から所定の時間
以内で、前記供給コンデンサの前記充電電圧を前記点灯電圧以下にすることを特徴とする
請求項１～３のいずれかに記載の光源用電源装置。
【請求項５】
　前記放電記憶部は、
　電力供給を受けることで前記供給コンデンサの電荷が放電された状態を維持し、電力供
給が無くなると前記供給コンデンサの電荷が放電された状態を解除する揮発性メモリであ
ることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の光源用電源装置。
【請求項６】
　前記放電部と、前記光源とは、
　前記供給コンデンサに対して、前記供給コンデンサから前記放電部、前記光源の順で並
列接続され、
　前記光源用電源装置は、さらに、
　前記供給コンデンサの前記充電電圧に基づいて前記光源に流れ込む流入電流の経路の途
中と、前記供給コンデンサの前記充電電圧に基づいて前記光源から流れ出す流出電流の経
路の途中との少なくともいずれかに配置され、規定範囲を超える過電流が流れると断線状
態を作り出すと共に、過電流が規定範囲に戻ると断線状態を復帰する自己復帰型ヒューズ
を備えたことを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の光源用電源装置。
【請求項７】
　前記放電部と、前記光源とは、
　前記供給コンデンサに対して、前記供給コンデンサから前記放電部、前記光源の順で並
列接続され、
　前記放電部は、
　放電された前記電荷の流れを示す放電電流が通過し、前記放電電流が規定範囲を超える
過電流になると断線状態を作り出すと共に、前記放電電流が規定範囲に戻ると断線状態を
復帰する自己復帰型ヒューズを備えたことを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の
光源用電源装置。
【請求項８】
　前記自己復帰型ヒューズとして、
　ＰＴＣ（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ　Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ　Ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ）サー
ミスタを用いたことを特徴とする請求項６または７のいずれか一に記載の光源用電源装置
。
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【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の光源用電源装置を備えた照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、光源の電源装置に関する。例えばＬＥＤを点灯させる直流電源装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＥＤ照明器具は、ＬＥＤ素子を複数搭載したＬＥＤモジュールと、このＬＥＤモジュ
ールに電力を供給する電源部とから構成される。ＬＥＤモジュールとＬＥＤ点灯回路部が
独立したケースに組み込まれた照明装置がある。このようなＬＥＤ照明装置に関しては、
ＬＥＤモジュールとＬＥＤ点灯回路部とを勘合自在な接続部を持つケーブルで電気的に接
続する方式が主流である。これは、点灯期間に照度が低下した場合やＬＥＤの集光を変え
る目的から、ＬＥＤモジュールの交換を可能とするためである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－５９３３０号公報
【特許文献２】特開２０００－２７８８５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、通電中にＬＥＤモジュールを電源部から切り離すと、電源部の出力コン
デンサが充電されたままの状態を維持するので、その後再びＬＥＤモジュールを接続した
場合、ＬＥＤモジュールに大きな電流が流れ、ＬＥＤが故障するという課題がある。
【０００５】
　この発明は、通電中にＬＥＤモジュールを電源部から切り離し、その後再びＬＥＤモジ
ュールを接続した場合でも、ＬＥＤの故障のないＬＥＤ照明装置を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明は、制御を受けることでスイッチングし、スイッチングによって直流電圧を生
成するスイッチング素子と、前記スイッチング素子によって生成された直流電圧に基づく
電荷を充電し、充電された電荷に基づく直流の充電電圧を光源に供給する供給コンデンサ
と、前記スイッチング素子のスイッチングを制御する制御部とを備えた光源用直流電圧生
成部と、前記供給コンデンサの前記充電電圧が所定の電圧以上になると、前記供給コンデ
ンサに充電された電荷の放電を開始する放電部と、前記放電部によって前記供給コンデン
サの電荷の放電が開始されると、前記供給コンデンサの電荷が放電された状態を維持する
ように、前記制御部に前記スイッチング素子のスイッチングを停止させる放電記憶部とを
備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によって、通電中にＬＥＤモジュールを電源部から切り離し、その後再びＬＥ
Ｄモジュールを接続した場合でも、ＬＥＤの故障のないＬＥＤ照明装置を提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態１のＬＥＤ照明装置１００１の外観図。
【図２】実施の形態１のＬＥＤ照明装置１００１の回路構成図。
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【図３】実施の形態１の放電部１０１－１の動作を説明するタイミングチャート。
【図４】実施の形態１の放電部１０１－１の動作フロー。
【図５】実施の形態２のＬＥＤ照明装置１００２の回路構成図。
【図６】実施の形態３のＬＥＤ照明装置１００３の回路構成図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　実施の形態１．
　図１は、実施の形態１のＬＥＤ照明装置１００１の概観を示す。ＬＥＤ照明装置１００
１は、電源部１１０と、電源部１１０に接続されたＬＥＤモジュール２とを備えている。
（１）電源部１１０は、ＬＥＤモジュール２に直流電圧を供給する。
（２）ＬＥＤモジュール２は、ＬＥＤ３～６を収納する。
（３）出力ケーブル７は、電源部１１０の出力を外部に取り出す。出力ケーブル７の先端
には出力コネクタ８が接続される。
（４）ＬＥＤモジュール２にはＬＥＤケーブル９が接続され、ＬＥＤケーブル９の先端に
はＬＥＤコネクタ１０が接続されている。
（５）出力コネクタ８とＬＥＤコネクタ１０とは勘合自在な構造であり、出力ケーブル７
とＬＥＤケーブル９とによって、電源部１１０とＬＥＤモジュール２とが電気的に接続さ
れる。
【００１０】
　図２は、実施の形態１のＬＥＤ照明装置１００１の回路構成図である。
【００１１】
（電源部１１０）
　電源部１１０（光源用電源装置）は、商用交流電源１１と接続し、交流を整流する整流
回路１２、平滑コンデンサ１３、放電部１０１－１、ラッチ回路１０２（放電記憶部）、
ＤＣ－ＤＣコンバータ１０３（光源用直流電圧生成部）を備えている。
（１）平滑コンデンサ１３は、整流回路１２の整流出力を平滑する。
（２）ＤＣ－ＤＣコンバータ１０３は、平滑コンデンサ１３の出力を、低い電圧に変換す
る。ＤＣ－ＤＣコンバータ１０３は、トランス１５、スイッチングトランジスタ１６（ス
イッチング素子という場合もある）、電流検出抵抗１７、制御回路１８（制御部）、２次
側整流ダイオード１９、フライホイールダイオード２０、チョークコイル２１、２次側平
滑コンデンサ２２（供給コンデンサ）から構成される。
（３）２次側平滑コンデンサ２２の出力は、出力ケーブル７、出力コネクタ８、ＬＥＤコ
ネクタ１０、ＬＥＤケーブル９を介して、ＬＥＤモジュール２に接続される。
【００１２】
（放電部１０１－１の構成）
　放電部１０１－１は、２次側平滑コンデンサ２２の出力に、ＬＥＤモジュール２と並列
に接続される。図２に示すように、放電部１０１－１と、ＬＥＤモジュール２とは、２次
側平滑コンデンサ２２に対して、２次側平滑コンデンサ２２から放電部１０１－１、ＬＥ
Ｄモジュール２の順で並列接続されている。放電部１０１－１では、２次側平滑コンデン
サ２２の出力に、「短絡抵抗２３（以下、放電抵抗とも呼ぶ）、短絡トランジスタ２４（
以下、放電トランジスタとも呼ぶ）、フォトカプラ２５内の１次側ＬＥＤ２５ａ」の直列
回路が接続される。フォトカプラ２５の２次側トランジスタ２５ｂの出力には、ラッチ回
路１０２が接続される。
【００１３】
　さらに具体的に説明する。
（１）２次側平滑コンデンサ２２の正極側からＬＥＤモジュール２に流入する電流が流れ
る経路（流入経路という）の途中に放電抵抗２３の一端が接続されており、ＬＥＤモジュ
ール２から流れ出た電流が２次側平滑コンデンサ２２の負極側に向かう経路（以下、流出
経路という）の途中にフォトカプラ２５内の１次側ＬＥＤ２５ａのカソード側が接続され
ている。
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（２）ツェナーダイオード２７のカソード側が、流入経路において放電抵抗２３の一端よ
りも２次側平滑コンデンサ２２の正極側に接続されている。ツェナーダイオード２７のア
ノード側がベース抵抗Ｃ３１の一端に接続し、ベース抵抗Ｃ３１の他端が放電トランジス
タ２４のベースに接続している。
（３）駆動用トランジスタ２８のコレクタが、ツェナーダイオード２７とベース抵抗Ｃ３
１との中点に接続されている。駆動用トランジスタ２８のベースが、ベース抵抗Ｂ３０を
介して放電抵抗２３と放電トランジスタ２４のコレクタとの中点に接続されている。駆動
用トランジスタ２８のエミッタが、流入経路においてツェナーダイオード２７のカソード
の接続箇所と放電抵抗２３の接続箇所との間に接続されている。
（４）ベース抵抗Ａ２９の一端が、流入経路において駆動用トランジスタ２８のエミッタ
接続箇所と放電抵抗２３の接続箇所との間に接続され、ベース抵抗Ａ２９の他端が、駆動
用トランジスタ２８のベースとベース抵抗Ｂ３０の端部との間に接続している。
【００１４】
（ＤＣ－ＤＣコンバータ１０３の動作）
　まずＤＣ－ＤＣコンバータ１０３の動作を説明する。
（１）商用交流電源１１の交流電圧は、電源部１１０内の整流回路１２で直流に変換され
、平滑コンデンサ１３で平滑される。この平滑コンデンサ１３の出力電圧は、ＤＣ－ＤＣ
コンバータ１０３に入力されて、入力時よりも低い直流電圧に変換される。ＤＣ－ＤＣコ
ンバータ１０３はフォワード・コンバータと称される回路である。
（２）ＤＣ－ＤＣコンバータ１０３内では、平滑コンデンサ１３の出力電圧が、「トラン
ス１５の１次側、スイッチング素子１６、電流検出抵抗１７」からなる直列回路に印加さ
れる。
（３）スイッチングトランジスタ１６は、制御回路１８からの出力で制御されることによ
り、その出力に応じて高周波数でスイッチングする。このとき、制御回路１８によって、
電流検出抵抗１７に流れる電流が一定になるようスイッチングトランジスタ１６のＯＮ／
ＯＦＦ時間が調整される。すなわち、制御回路１８は、トランス１５の１次側に流れる電
流を一定に制御することで２次側に流れる電流を一定にする。
【００１５】
　トランス１５の２次側回路は、２次側整流ダイオード１９とフライホイールダイオード
２０の直列回路が接続され、２次側整流ダイオード１９とフライホイールダイオード２０
との接続点からチョークコイル２１を介して２次側平滑コンデンサ２２が接続される。
【００１６】
　スイッチングトランジスタ１６がＯＮしているとき、平滑コンデンサ１３の電圧がトラ
ンス１５の１次巻き線に印加され、２次巻き線には巻き数比に比例した電圧が誘起される
。この電圧の極性は、２次側整流ダイオード１９を正方向にバイアスし、電流がチョーク
コイル２１を介して２次側平滑コンデンサ２２を充電するよう流れる。チョークコイル２
１によってリップル電流が減少し、リップル電流が減少した電流が、出力ケーブル７、出
力コネクタ８、ＬＥＤコネクタ１０、ＬＥＤケーブル９を経由して、ＤＣ－ＤＣコンバー
タ１０３の負荷であるＬＥＤモジュール２に、流れる。
【００１７】
　次に、スイッチングトランジスタ１６がＯＦＦすると、トランス１５の１次側からの電
力の伝達がなくなり、チョークコイル２１に逆起電力が発生し、チョークコイル２１に流
れていた電流はフライホイールダイオード２０で短絡される。
【００１８】
（放電部１０１の放電動作）
　次に図３、図４を参照して、放電部１０１の放電動作を説明する。
　図３は、放電部１０１による放電動作を説明するためのタイミングチャートである。
　図４は、放電部１０１の放電動作のフローチャートである。
【００１９】
　図３において、
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（ａ）は、商用交流電源１１の通電状態、
（ｂ）は、電源部１１０とＬＥＤモジュール２との接続状態、
（ｃ）は、ＤＣ－ＤＣコンバータ１０３（スイッチング素子１６）の動作状態、
（ｄ）は、２次側平滑コンデンサ２２の電圧Ｖ２２、
（ｅ）は、放電トランジスタ２４のＯＮ／ＯＦＦ状態、
（ｆ）は、ラッチ回路１０２の出力、
を示す。図３の横軸は時間である。
【００２０】
　ＬＥＤモジュール２に正常に電流が流れているときは、図３（ｄ）に示すように、２次
側平滑コンデンサ２２の電圧Ｖ２２はＬＥＤモジュール２の電圧に等しい。
【００２１】
（タイミングＴ１）
　Ｔ１のタイミングで出力コネクタ８とＬＥＤコネクタ１０との接続が外れた場合（ステ
ップＳ１）、ＤＣ－ＤＣコンバータ１０３の負荷がなくなるため、図３（ｄ）に示すよう
に、２次側平滑コンデンサ２２の電圧Ｖ２２が上昇する。
【００２２】
（タイミングＴ２）
　Ｔ２のタイミングにおいて、２次側平滑コンデンサ２２の電圧Ｖ２２が上昇して電圧Ｖ

２２がツェナーダイオード２７のツェナー電圧ＶＺＥに到達したとする（ステップＳ２）
。その場合、２次側平滑コンデンサ２２からツェナーダイオード２７、ベース抵抗Ｃ３１
を介して放電トランジスタ２４のベースにベース電流が流れ、放電トランジスタ２４がＯ
Ｎになる（ステップＳ３）。図３（ｄ）に示すように、ツェナー電圧ＶＺＥの値は、ＬＥ
Ｄ電圧（ＬＥＤモジュール２の全部のＬＥＤが点灯する点灯電圧）よりも所定の値以上高
い値であり、例えば、ツェナー電圧ＶＺＥの値は、ＬＥＤ電圧よりも３Ｖ以上高くする。
ＬＥＤの順方向電圧Ｖｆのバラツキを考慮すると３Ｖ以上が好ましく、Ｖｆの限界値より
も小さく設定する。
【００２３】
　放電トランジスタ２４がＯＮになれば駆動用トランジスタ２８にベース抵抗Ｂ３０を介
してベース電流が流れ、駆動用トランジスタ２８がＯＮになる（ステップＳ４）。駆動用
トランジスタ２８のＯＮにより、放電トランジスタ２４のベース電流が、駆動用トランジ
スタ２８のエミッタからコレクタ、ベース抵抗Ｃ３１を介して流れる。これによって、２
次側平滑コンデンサ２２の電圧Ｖ２２がツェナーダイオード２７のツェナー電圧ＶＺＥを
下まわっても、放電トランジスタ２４はＯＮを継続する（ステップＳ５）。
【００２４】
（２次側平滑コンデンサ２２の放電）
　従って、２次側平滑コンデンサ２２に充電されていた電荷は、放電抵抗２３、放電トラ
ンジスタ２４、フォトカプラ２５の１次ＬＥＤ２５ａを介して放電される。
【００２５】
（タイミングＴ３）
　この放電時間については、図３のＴ３のタイミングのように、２次側平滑コンデンサ２
２の電圧Ｖ２２がＬＥＤモジュール２の点灯電圧（図３（ｄ）のＬＥＤ電圧）に達するま
で短時間（例えば１秒以内）に設定し、２次側平滑コンデンサ２２の電圧を急激に低くす
る（ステップＳ６）。放電部１０１－１は、２次側平滑コンデンサ２２に充電された電荷
の放電により、電荷の放電開始から所定の時間以内で、２次側平滑コンデンサ２２の充電
電圧Ｖ２２をＬＥＤ電圧（点灯電圧）以下にする。図３（ｄ）では「所定の時間以内」と
して「１秒以内」を示したが一例である。「所定の時間以内」は、実装に応じて決定され
る。ＬＥＤモジュール２の非接続状態において２次側平滑コンデンサ２２の電圧Ｖ２２を
低減させることができる。
【００２６】
（ラッチ回路１０２によるラッチ）
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　２次側平滑コンデンサ２２の電圧Ｖ２２がＬＥＤモジュール２の点灯電圧より低くなれ
ば、２次側平滑コンデンサ２２からＬＥＤモジュール２に電流は流れない。なお、ベース
抵抗Ａ２９は駆動用トランジスタ２８のベース抵抗である。
【００２７】
　放電トランジスタ２４がＯＮになれば、フォトカプラ２５の１次側ＬＥＤ２５ａに電流
が流れ、フォトカプラ２５の２次側トランジスタ２５ｂがＯＮになる。フォトカプラ２５
の２次側トランジスタ２５ｂの出力はラッチ回路１０２に接続されているため、ラッチ回
路１０２は２次側平滑コンデンサ２２の電圧が上昇したこと（放電部１０１－１によって
放電が開始されたこと）を示す放電フラグを記憶する（ラッチする）（ステップＳ７）。
ＤＣ－ＤＣコンバータ１０３内の制御回路１８は、ラッチ回路１０２によってデータ（放
電フラグ）が格納されているときにはＤＣ－ＤＣコンバータ１０３（スイッチングトラン
ジスタ１６）の動作を停止する（ステップＳ８）。
【００２８】
（タイミングＴ４）
　その後、図３のＴ４に示すタイミングで、再度、出力コネクタ８とＬＥＤコネクタ１０
とを接続しても、ＤＣ－ＤＣコンバータ１０３が停止状態である。また電圧Ｖ２２もＬＥ
Ｄ電圧よりも小さいくＬＥＤモジュール２に電流は流れない（ステップＳ９）。Ｔ４にお
けるＬＥＤモジュール２の再接続のとき、２次側平滑コンデンサ２２の電圧Ｖ２２はＬＥ
Ｄ電圧以下であるため、ＬＥＤモジュール２に電流が流れることが無く、ＬＥＤモジュー
ル２を過大な印加電圧から保護できる。
【００２９】
（タイミングＴ５）
　また、図３のＴ５のタイミングに示すように、放電トランジスタ２４は、２次側平滑コ
ンデンサ２２の電圧Ｖ２２が０ＶになるまでＯＮを継続し、放電が続く（ステップＳ１０
）。
【００３０】
（タイミングＴ６）
　なお、ラッチ回路１０２は商用交流電源１１が電源部１１０に入力されている場合は継
続的にその状態を保ち、図３のＴ６のタイミングに示すように、商用交流電源１１が電源
部１から外されたときにリセットされる（ステップＳ１１）。このようにラッチ回路１０
２によってラッチされ、格納された放電フラグは、商用交流電源１１のＯＦＦによって揮
発する。ラッチ回路１０２は揮発性メモリである。
【００３１】
　電源部１１０は、通電中にＬＥＤモジュール２が切り離されて２次側平滑コンデンサ２
２の電圧が上昇した場合、放電部１０１によって２次側平滑コンデンサ２２の電荷を放電
する。よって、通電状態のままＬＥＤモジュール２を再接続した場合でも、ＬＥＤモジュ
ール２を過大な印加電圧から保護できる。
【００３２】
　実施の形態２．
　図５を参照して実施の形態２のＬＥＤ照明装置１００２を説明する。
　図５は、実施の形態２のＬＥＤ照明装置１００２の回路構成図である。
　図５は、図２に対して、放電部１０１－２が、高分子系のＰＴＣ（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ　
Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ　Ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ、以下単にＰＴＣと称す。）サーミス
タ３２を備えた構成である。これ以外は、図２と同じである。本実施の形態２において、
実施の形態１と同様の部分は同符号を付し、説明を省略する。
【００３３】
　「ＰＴＣサーミスタ３２」（素子）は、素子温度がある温度より上昇すると、急激に抵
抗値が変化するデバイスであり、その抵抗値変化は１０の４乗から６乗にも達する。従っ
て、ＰＴＣサーミスタ３２が過電流により熱せられると、素子内部の温度が上昇し、抵抗
値が増大することになる。
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【００３４】
　図５に示すように、ＰＴＣサーミスタ３２は、２次側平滑コンデンサ２２と出力ケーブ
ル７との間に接続される。出力ケーブル７の出力端、ＬＥＤケーブル９の入力端、または
ＬＥＤモジュール２が短絡すると、２次側平滑コンデンサ２２からＰＴＣサーミスタ３２
に大きな電流が流れる。この大きな電流が継続して流れることもあることから、電源部１
２０の保護、例えばスイッチングトランジスタ１６、トランス１５、２次側整流ダイオー
ド１９の温度上昇を抑制する必要がある。
【００３５】
　図５において、例えばＬＥＤモジュール２内の全てが短絡故障した場合、２次側平滑コ
ンデンサ２２から過大な電流がＰＴＣサーミスタ３２、出力ケーブル７、出力コネクタ８
、ＬＥＤコネクタ１０、およびＬＥＤケーブル９を経由してＬＥＤモジュール２に流れる
。このとき、ＰＴＣサーミスタ３２は過電流によって熱せられ、ＰＴＣサーミスタ３２内
部の温度が上昇し抵抗値が増大する。ＰＴＣサーミスタ３２の抵抗値が増大すると、２次
側平滑コンデンサ２２とＬＥＤモジュール２とが電気的に切り離されたことになり、２次
側平滑コンデンサ２２の電圧Ｖ２２が上昇する。
【００３６】
　すなわち、実施の形態１で説明したＬＥＤモジュール２の非接続状態と同様になるので
電圧Ｖ２２が上昇する。電圧Ｖ２２の上昇により、実施の形態１と同様に、放電部１０１
－２の放電トランジスタ２４がＯＮ、駆動用トランジスタ２８がＯＮとなり、２次側平滑
コンデンサ２２の電荷を放電するとともに、ラッチ回路１０２によるラッチに伴い、ＤＣ
－ＤＣコンバータ１０３の動作が停止される。なお、ＰＴＣサーミスタ３２は、規定範囲
を超える過電流が流れると断線状態を作り出すが、過電流が規定範囲に戻ると断線状態を
復帰する自己復帰型ヒューズである。
【００３７】
　以上、図５で説明したように実施の形態２の電源部１２０では、ＰＴＣサーミスタ３２
は、２次側平滑コンデンサ２２の充電電圧に基づいてＬＥＤモジュール２に流れ込む流入
電流の流入経路の途中に配置された。この他、ＰＴＣサーミスタ３２は、２次側平滑コン
デンサ２２の充電電圧に基づいてＬＥＤモジュール２から流れ出す流出電流の流出経路の
途中に配置されてもよい。あるいは、ＰＴＣサーミスタ３２は、流入経路の途中、流出経
路の途中の両方に配置されても構わない。
【００３８】
　実施の形態２の電源部１２０は、ＰＴＣサーミスタ３２を備えたので、ＬＥＤモジュー
ル２やケーブルが短絡した場合でもＬＥＤモジュール２の非接続状態となって、放電部に
よって放電されるので、電源回路を保護することができる。
【００３９】
　実施の形態３．
　図６は、実施の形態３のＬＥＤ照明装置１００３の回路構成図である。図６は実施の形
態１のＬＥＤ照明装置１００１を示す図２に対して、
　図２における放電部１０１－１の放電抵抗２３が、放電部１０１－３においてＰＴＣサ
ーミスタ２３－１となった点のみが異なる。それ以外は、図２の構成と同じである。
【００４０】
　正常にＬＥＤモジュール２に電流が流れているとき、出力コネクタ８とＬＥＤコネクタ
１０との接続を外した場合、ＤＣ－ＤＣコンバータ１０３の負荷がなくなることから、２
次側平滑コンデンサ２２の電圧が上昇する。これは実施の形態１と同様である。
【００４１】
　実施の形態１と同様に、ＬＥＤモジュール２の切り離しに伴い、放電トランジスタ２４
はＯＮになり、また駆動用トランジスタ２８もＯＮとなって放電トランジスタ２４はＯＮ
を継続する。そして２次側平滑コンデンサ２２に充電されていた電荷は、ＰＴＣサーミス
タ２３－１、放電トランジスタ２４、フォトカプラ２５を介して放電されることになる。
【００４２】
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　実施の形態１と同様に、電源部１３０の出力がオープンになった場合、出力コンデンサ
（２次側平滑コンデンサ２２）を放電し、ＤＣ－ＤＣコンバータ１０３を停止する。これ
により、電源部１３０とＬＥＤモジュール２とを再度接続してもＬＥＤが故障しない。
【００４３】
　加えて、放電抵抗にＰＴＣサーミスタ２３－１を使用することで、万が一、放電トラン
ジスタ２４の故障で放電が継続した場合、ＰＴＣサーミスタ２３－１の抵抗値が上昇する
ため、安全サイドに動作する。
【符号の説明】
【００４４】
　２　ＬＥＤモジュール、３～６　ＬＥＤ、７　出力ケーブル、８　出力コネクタ、９　
ＬＥＤケーブル、１０　ＬＥＤコネクタ、１１　商用交流電源、１２　整流回路、１３　
平滑コンデンサ、１５　トランス、１６　スイッチングトランジスタ、１７　電流検出抵
抗、１８　制御回路、１９　２次側整流ダイオード、２０　フライホイールダイオード、
２２　２次側平滑コンデンサ、２３－１，３２　ＰＴＣサーミスタ、２１　チョークコイ
ル、２３　放電抵抗、２４　放電トランジスタ、２５　フォトカプラ、２７　ツェナーダ
イオード、２８　駆動用トランジスタ、２９　ベース抵抗Ａ、３０　ベース抵抗Ｂ、３１
　ベース抵抗Ｃ、１０１－１，１０１－２，１０１－３　放電部、１０２　ラッチ回路、
１０３　ＤＣ－ＤＣコンバータ、１１０，１２０，１３０　電源部、１００１，１００２
，１００３　ＬＥＤ照明装置。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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